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次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２２年１2 月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 12 月は、「下北ジオパーク学習・活動発表会」で、地域おこし協力隊や NPO の活動を発表したほか、

ZOOM で開催された協力隊の全国研修会にも参加した。また、他の隊員が中心となって開催した「下北ワイン

とジャズの夕べ」や若者育成事業の「冊子完成発表会」などのスタッフも行った。 

 

（主な活動） 

◇12 月 3 日（金）下北ジオパーク学習・活動発表会 

 プラザホテルむつで行われた「第６回 下北ジオパーク学習・活動発表会」で、今年度の協力隊の活動やむつ

市海と森ふれあい体験館のジオパークに関わる展示などの発表を行った。発表は協力隊員 3 名で行い、むつ市

長からはオリジナリティのある活動をどんどん行っていってほしいとの講評をいただいた。また、各学校の子

どもたちの発表は、今後の体験館内での教育活動などの参考になった。 

 

 

発表したスライド 

  



◇12 月 22 日（木）、23 日（金）地域おこし協力隊 ステップアップ研修会 

 Zoom 開催された地域おこし協力隊の全国研修会に参加した。内容はおもに活動の２年目の隊員に向けた出口

戦略に関するもので、協力隊として行ってきた活動をどのように地域に持続させるかという「地域側の出口」

と、活動終了後の起業や就職をどうするかという「隊員の出口」についての研修が行われた。 

 活動終了した隊員とともに活動の Facebook ページも更新が止まってそのまま残されてしまう「Facebook の

ゾンビ化」や、活動の協力者を募るときに、単に「地域のために」とお願いするのではなく、協力したくなる

ような目的（インセンティブ）を用意することが必要などの話は、自らの活動に大いに参考になった。 

 また、グループワークの中で、実際に協力隊の活動終了後に起業を行った方が、銀行への借り入れをどのよ

うに行ったかなどの具体的な話をしてくださったため、こちらも自分が起業を考える上での参考となった。 

 

 

２．翌月の活動予定 

 1 月 25 日（水） 一般財団法人 VISIT はちのへ訪問 

1 月 28 日（土） 下北地域県民局「地域プレイヤーの活動を広げるネットワークづくり」参加 


